
30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 火・4.

受講生へのメッ

セージ

楽しいオシャレの装いももちろんですが、第三者から見られたとき「素敵だな」「美しいな」など好感を持たれる装いを学ぶことで、円

滑なコミュニケーションを可能にすることができます。自分自身では気づけないあなたの良さをこの授業で知り、もっと活かしてほし

いと思います。楽しく、そして真剣に取り組んでほしいと考えます。　使用道具などが多々ありますので、準備や片付けは丁寧に素

早く行いましょう。忘れ物等無いようにお願いします。

　【使用教科書・教材・参考書】　

●SELF MAKE TEXTBOOK（ＪＭＡセルフメイク検定公式テキスト）　●各回でお知らせする美容道具（学校美容教材＋一部私物可）　●筆記用具

準備学習

時間外学習

授業後から毎日意識し取り組むこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自

宅学習1回６０分は復習する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日々

の積み重ねが重要になります。

評価方法 ・筆記３０点、実技テスト７０点　（課題有。時間制限有）100点

14回目

〈メイクアップ・ヘアアレンジチャレンジ〉　テーマに合わせたメイクアップとヘアアレンジを自分自身に行い表現できる。

15回目

★〈期末試験〉試験課題あり・実技テスト

★〈トータルコーディネイト)　コーディネイトとは。メイクとヘアをシーンに似合わせる意味について。

11回目 〈トータルメイクアップチャレンジ〉　テーマに沿ったフルメイクアップができるようになる。

12回目

13回目

〈へアアレンジを知る〉　ヘアスタイルと身だしなみ・ヘア道具を学び、清潔感のあるヘアアレンジができるようになる。

8回目 〈メイクを知る〉　ポイントメイク②　アイカラーを使用し目元のメイクができるようになる。

9回目 〈メイクを知る〉　ポイントメイク③　アイライン効果、ビューラー・マスカラの効果を学びできるようになる。

10回目 〈メイクを知る〉　ポイントメイク④　健康的なリップ、血色とバランスの良いチークを学びできるようになる。

5回目 〈メイクを知る〉　ベースメイク①　丁寧なファンデーション技術、化粧品の種類、シルク肌へ導くパウダー技術を学びできるようになる。

6回目 〈メイクを知る〉　ベースメイク②　肌色の補正、トラブルをカバーする技術、化粧品のアイテムを学びできるようになる。

7回目 〈メイクを知る〉　ポイントメイク①　バランスの良いアイブロウメイクができるようになる。

2回目 〈メイクアップの前に〉　必要な道具の取り扱いや、肌の触り方なドど基本を理解し、「装い」とは何かを理解することができる。

3回目 〈自分を知る〉　顔の形やパーツなどを分析しどのようなイメージ（個性）をもっているか理解する。美容道具を学び使用法を知る。

4回目 〈お肌を知る〉　①皮膚の構図を学び化粧品の役割を学ぶ。自分のお肌を健康な美肌へとスキンケアで導くことができるようになる。

　【授業の学習内容】　

ヘア&メイクアップアーティストとして⻑年活動し、講師業・JMA認定講師・JMAシュウウエムラ認定講師、管理美容師、化粧品・ブライダル・エステティック・イン
ナービューティなど様々な経験と知識を持ち、トータルビューティアーティストとして美容業界の多⽅⾯で活動している講師が担当します。
授業内容は、これから社会の中で活躍する為にTHL学⽣として⾃分⾃⾝をより磨き、コミュニケーションを円滑に進めるためのセルフプロデュースを美容を通し学びま
す。 オシャレと⾝だしなみの違い・個⼈の個性を座学で知り、ＴPOに似合わせた⾃分のビューティープロデュースを知識・実践を通しできるようになります。
接客業では必須となるほど⽋かせない、好印象の⾃分づくりの為の授業です。

　【到達目標】　

授業計画・内容

・スキンケアで⼟台を整え、メイクアップで印象表現、ヘアで清潔感、制服姿の私⾃⾝が凛と輝いて⾒えるようになる。
・与えられた課題（様々なシーン）に対し学んだプロデュース⼒を最⼤限に活かし表現できるようになる

1回目 〈オリエンテーション〉　授業内容等説明、目的を理解し目標設定できるようになる。（個人写真撮影予定）　（筆記用具必須）

担当教員 関本利恵

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

セルフメイク
必修

選択
必修 年次 1

・⾃分がどのようなイメージや印象を持っているかを知り、プライベートとオフィシャルそれぞれのシーンで好印象の⾃分演出ができる。



30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 火・2

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

①社会人として、特に、お客様の人生の中で、かけがえのない特別な時間に関わるスタッフとして、自分自身が安定した状態を維持し、より質の高い

サービスを提供できるようになるために、自分をケアする方法（セルフケア）を習得し、自己管理できるようになることが必須である。

②他のどの科目に於いても、多くを学ぶために学生自身が安定した状態を維持していることは重要であり、多方面に役立つ内容である。

③お客様を大切に思い、心のこもった対応をするために、まず、自分自身を知り、自分を大切にできるようになってほしいと思います。

以上を踏まえ、授業は、一方的な講義形式のみの内容ではなく、ひとりひとりが自分と向き合い、自分を知り、自分をケアできる方法を身につけるよ

うになるために、積極的に自分の意見を発信していけるような双方向的な内容を目指します。

学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

セルフマネジメント
必修

選択
必修 担当教員 曽根美恵

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）

年次 3

　【到達目標】　

①自分自身を客観的に見られるような視点を身に着け、自分を良く知り、自分に必要なセルフケアの方法を習得すること。

②自分自身の強みも弱みも受け入れ、唯一無二の自分であることを受け入れられるようになること。

③自分を大切に思えるようになり、同様に、自分以外の他者も大切に思えるようになること。

④自分自身のストレスに対処する方法（ストレスマネジメント）を身に着け、自己管理できるようになること。

授業計画・内容

2回目 自己理解とセルフケアの関係について理解する：自分自身を知り、セルフケアのための自分のニーズを理解する。

1回目 オリエンテーション：「セルフケア」の授業の目標と内容の概要と重要性について説明した後、学生自身が授業に望むことを発表する。

3回目 発達段階における『青年期の特徴と発達課題』を知り、その重要性を理解し、セルフケアの必要性を知る。

4回目 ストレスと個人的特性：『エゴグラム』を用いて、自分自身の特性を客観的に理解し、抱えやすいストレスを知る。

5回目 『ストレス』について、その内容を理解する。

6回目 自分自身の『ストレス』について理解する（認知・感情・行動・身体症状を知る）

7回目 『ストレス』を感じた時に、自分自身の取りやすいパターンや『自動思考』について、把握する。

8回目 自分自身の抱えている『ストレス、自動思考』について、整理し、どのように扱うかを習得する。

9回目 『ストレスマネジメント』の重要性を理解し、コーピング（対処）とソーシャルサポート（支援）について話し合い、習得する。

10回目 セルフケアのためのストレスへの対処法（心）：自分の考え方の特徴を知り、考え方を工夫する、サポートを求める。

11回目 セルフケアのためのストレスへの対処法（身体）：健康的な睡眠習慣を作る、社会リズム療法の活用。

12回目 セルフケアのためのストレスへの対処法（行動）：適度な運動で心身を整える、自然の力、アート、音楽を活用する。

13回目 自分自身の『セルフケア』について考える（どのようなセルフケアを実践できるか）。

授業ごとに、授業のテーマに沿った資料を配布します。　また、参考書・参考文献などについては、必要な場合、授業内で紹介します。

14回目 ★評価週（試験・テスト）

15回目 ★まとめ・追試/再試

準備学習

時間外学習

・準備学習としては、授業のテーマについて、自分自身が考え、疑問・」質問などがあればまとめておく、

・時間外学習としては、授業で理解し、習得したことを復習し、疑問・質問があれば、準備しておく。

・また、日常生活の中でも、授業で習得したことを実践し、体験してみる。

評価方法
・筆記試験による評価（１００点満点）

受講生へのメッ

セージ

・自分自身を理解し、自分を受け入れ、自分を大切に思える人になってほしいと思っています。また、同様に他者を大切にし

　他者の気持ちを理解し、寄り添える人になってほしいと願っています。

・授業の進捗によっては、授業内容を変更する場合もあります。

　【使用教科書・教材・参考書】　



30 開講区分 後期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 火・2

12回目 アンガーマネジメントの実践

13回目 後期に学んだセルフケアの方法について、自分が実践したい、実践できそうな方法についてまとめる。

授業ごとに、授業のテーマに沿った資料を配布します。　また、参考書・参考文献などについては、必要な場合、授業内で紹介します。

14回目 ★評価週（試験・テスト）

15回目 ★まとめ・追試/再試

準備学習

時間外学習

・準備学習としては、授業のテーマについて、自分自身が考え、疑問・」質問などがあればまとめておく、

・時間外学習としては、授業で理解し、習得したことを復習し、疑問・質問があれば、準備しておく。

・また、日常生活の中でも、授業で習得したことを実践し、体験してみる。

評価方法
・筆記試験による評価（１００点満点）

受講生へのメッ

セージ

・自分自身を理解し、自分を受け入れ、自分を大切に思える人になってほしいと思っています。また、同様に他者を大切にし

　他者の気持ちを理解し、寄り添える人になってほしいと願っています。

・授業の進捗によっては、授業内容を変更する場合もあります。

　【使用教科書・教材・参考書】　

9回目 アサーション（自分も他者も大切にした自己表現の方法）について学ぶ：自分自身のアサーションタイプを確認し、振り返る。

10回目 アサーティブなコミュニケーションを目指し、実践するためにDESC法を活用する。

11回目 アンガーマネジメントについて：怒りの感情について学び、対処法を習得し、セルフケアに役立てる。

6回目 自己肯定感について：セルフコンパッションを学び、自己肯定感を高める。

7回目 セルフケアジャーナリング（書くことで自分をみつめる）の実践。

8回目 コミュニケーションについて：日常のコミュニケーションを振り返り、非言語の重要性、対人認知への影響を確認し、積極的傾聴法を学ぶ

3回目 認知行動療法について（前期の復習と続き）：具体的に、アセスメントシート、5つのコラム法を実施し、ストレスマネジメントに活用してみる。

4回目 ストレスマネジメントのための認知行動療法の実践：『自問』する方法、思考の転換などを実践してみる。、

5回目 自尊感情について：セルフケアに必要な、自尊感情について学び、自分自身の自尊感情を確認し、ほど良い自尊感情を目指す。

　【到達目標】　

①自分自身を客観的に見られるような視点を身に着け、自分を良く知り、自分に必要なセルフケアの方法を習得すること。

②自分自身の強みも弱みも受け入れ、唯一無二の自分であることを受け入れられるようになること。

③自分を大切に思えるようになり、同様に、自分以外の他者も大切に思えるようになること。

④自分自身のストレスに対処する方法（ストレスマネジメント）を身に着け、自己管理できるようになること。

授業計画・内容

2回目 日常的なストレスについて考え、セルフケア＝ストレスマネジメントのための実践的な取り組みについて話し合う。

1回目 セルフケアの授業の目標確認と後期の授業内容について確認後、前期のセルフケア、ストレスマネジメントについての復習をする。

担当教員 曽根美恵

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

セルフディスカバリー
必修

選択
必修 年次 3

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

①社会人として、特に、お客様の人生の中で、かけがえのない特別な時間に関わるスタッフとして、自分自身が安定した状態を維持し、より質の高

　　いサービスを提供できるようになるために、自分をケアする方法（セルフケア）を習得し、自己管理できるようになることが必須である。

②他のどの科目に於いても、多くを学ぶために学生自身が安定した状態を維持していることは重要であり、多方面に役立つ内容である。

③お客様を大切に思い、心のこもった対応をするために、まず、自分自身を知り、自分を大切にできるようになってほしいと思います。

　　以上を踏まえ、授業は、一方的な講義形式のみの内容ではなく、ひとりひとりが自分と向き合い、自分を知り、自分をケアできる方法を身につける

　　ようになるために、積極的に自分の意見を発信していけるような双方向的な内容を目指します。



30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 水・2

1回目
ブライダルコーディネーターの役割と業務、ブライダルに関する基礎　結婚の定義　結婚式の歴史と文化　見合いについて説明ができるよう

になる。

担当教員 渡邊昌恵

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

ブライダルコーディネーター2級
必修

選択
必修 年次 3

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

・BIA公益社団法人日本ブライダル文化振興協会　ブライダルコーディネーターテキストスタンダードに準じて試験対策

・テキストの内容を学びながら実際に担当した新郎新婦様の実例や、現場で活かせる知識も同時共有予定

　【到達目標】　

ブライダルコーディネート技能検定2級合格

授業計画・内容

2回目
婚約　結納　結婚式の種類及び特徴　披露宴のスタイル及び内容　二次会（1.5 次会）　新婚旅行　料理及び料飲について説明ができるよう

になる。

3回目 トータルコーディネート 衣装　ヘアメイク　フラワーアイテム　会場コーディネートについて説明ができるようになる。

4回目
ペーパーアイテム及びウェルカムアイテム　引出物及び引菓子　音響及び照明

司会　写真及び映像 記念アイテム　について説明ができるようになる。

5回目 ブライダル市場の規模及び特性に関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

6回目 ブライダルビジネスのマネジメントに関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

7回目
(1) 売上管理 (2) 原価管理 (3) 損益計算(4) 売掛金・買掛金 (5) 年間売上の目標（予算）の算出(6) 年間目標（予算）の管理次に掲げる計数管

理業務の概要及び方法について一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

8回目 顧客マネジメント　マーケティング 集客のためのプロモーションに関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

9回目
リスク管理　コンプライアンス　トラブル及びクレームへの対応 トラブルへの対応 クレームへの対応に関し、一般的な知識を有し、説明がで

きるようになる。

10回目 ブライダルコーディネート　ヒアリング　プランニング　プレゼンテーションに関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

11回目 ブライダルコーディネート　ヒアリング　プランニング　プレゼンテーションに関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

12回目
結婚式・披露宴等の運営に当たって各種手配が必要な次に掲げる事項に関し、

それぞれの手配内容、手配方法及び留意事項等について一般的な知識を有する

13回目 当日業務に関し、次に掲げる事項についてに関し、一般的な知識を有し、説明ができるようになる。

14回目 ★評価週（試験・テスト）

15回目 ★まとめ・追試/再試

準備学習

時間外学習

・現場で即戦力になれるよう、人として大切な挨拶を大切にする

・チームの雰囲気をよくするための、グッドストロークを打てるようになる

・試験合格に向けてのテキスト勉強

評価方法 期末筆記テスト70点以上

受講生へのメッ

セージ

ホテル椿山荘東京婚礼課でマネージャーをしています渡辺昌恵と申します。これまで2つの式場でプランナーをしてことしで17年

目になります。現場の情報もたくさんお伝えしながら、テキスト以外の楽しいお話もたくさん出来たらと考えていますので、たくさん

みなさんとお話しできたら嬉しいです！これからよろしくお願いいたします。

　【使用教科書・教材・参考書】　



30 開講区分

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限

授業計画・内容

担当教員 渡邊　昌恵

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）

後期

水・2

科目名

（英）

ブライダルコーディネーター2級
必修

選択
必修 年次 3

学科・ｺｰｽ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

・BIA公益社団法人日本ブライダル文化振興協会　ブライダルコーディネーターテキストスタンダードに準じて試験対策

・テキストの内容を学びながら実際に担当した新郎新婦様の実例や、現場で活かせる知識も同時共有予定

　【到達目標】　

ブライダルコーディネート技能検定2級合格

1回目 学科過去問題と解説

2回目 学科過去問題と解説

3回目 学科過去問題と解説

4回目 学科過去問題と解説

5回目 学科過去問題と解説

6回目 学科過去問題と解説

7回目 技能試験　新規接客トレーニング　関係構築が実践できるようになる

8回目 技能試験　新規接客トレーニング　反射と共感ができるようになる

9回目 技能試験　新規接客トレーニング　新規接客でお客様に合わせた提案ができるようになる

10回目 技能試験　新規接客トレーニング　過去問題ロープレを通してアイスブレイク～提案までが実践できるようになる

11回目 技能試験　新規接客トレーニング　過去問題ロープレを通してアイスブレイク～提案までが実践できるようになる

12回目 技能試験　新規接客トレーニング　過去問題ロープレを通してアイスブレイク～提案までが実践できるようになる

13回目 ★評価週（試験・テスト）　技能試験　新規接客トレーニング　過去問題ロープレを通してアイスブレイク～提案までが実践できるようになる

14回目 ★まとめ・追試/再試　技能試験　新規接客トレーニング　過去問題ロープレを通してアイスブレイク～提案までが実践できるようになる

15回目 2024/10/16分の振り替え　GWAファイナリストムービー鑑賞と感想のシェア

　【使用教科書・教材・参考書】　

BIA　ブライダルコーディネート技能検定エキスパートテキスト　（ブルー）

準備学習

時間外学習

・現場で即戦力になれるよう、人として大切な挨拶を大切にする

・チームの雰囲気をよくするための、グッドストロークを打てるようになる

・試験合格に向けてのテキスト勉強

評価方法

・期末筆記テスト70点以上

受講生へのメッ

セージ

・ホテル椿山荘東京婚礼課でマネージャーをしています渡辺昌恵と申します。これまで2つの式場でプランナーをしてことしで17年

目になります。現場の情報もたくさんお伝えしながら、テキスト以外の楽しいお話もたくさん出来たらと考えていますので、たくさん

みなさんとお話しできたら嬉しいです！これからよろしくお願いいたします。



30 開講区分 後期

ホテル＆リゾート科 1 曜⽇・時限 ⽕・1

1回目 オリエンテーション・授業概要／演出とは？

担当教員 武⽥絢⼦

授業形態 講義・演習
総時間
（単位）学科・ｺｰｽ

科⽬名
（英）

ブライダルの演出 必修
選択

必修 年次 1

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

演出は、ただすれば良いというものではありません。お客様のご希望を叶えることももちろん⼤切ですが、プラン
ナーとして、おふたりのお⼈柄、背景、こだわりポイントなどから意味や価値をしっかりつけてご提案することもと
ても⼤切です。まずは、どんな演出があって、どんなメリット・デメリットがあるのか、予算はどのくらいか、な
ど、挙式・披露宴に関連する演出を網羅的に学んでいきましょう。

 【到達⽬標】 

トレンドだから提案する、みんなやっているから提案するのではなく、お客様1組1組に合わせたご提案ができるレベルを⽬指す。演出ひとつひとつに意味や価値をつけ、⼼が動くような提案できるようになりましょう。

授業計画・内容

2回目 ⼈の感情を動かすには？最近⼼が動いた体験を探してみよう

3回目 友⼈のバースデーサプライズパーティの演出を考える①

4回目 友⼈のバースデーサプライズパーティの演出を考える② ／プラスアルファの演出を考えるとするならどうする？

5回目 プロポーズの演出を考えてみる①

6回目 プロポーズの演出を考えてみる②

7回目 ブライダルの演出を考えてみる／挙式前までの時間でできる演出

8回目 挙式に関する演出（洋装／和装）

9回目 アフターセレモニーに関する演出（洋装／和装）

10回目 予備⽇ ※授業の進捗に合わせて調整させていただきます

11回目 フード・ドリンクに関する演出

12回目 新郎新婦から親御様へ向けた演出／新郎新婦からゲストへ向けた演出

13回目 新郎新婦のみで⾏う演出／新郎新婦おたがいへのサプライズ演出について、またその注意点を考える

特にありません

14回目 ★評価週（試験・テスト）

15回目 ★まとめ・追試/再試

準備学習
時間外学習

⽇常的にInstagramなどのSNSやゼクシィなどで演出についての情報を集めてみましょう。

評価⽅法

レポート50％・出席率や授業態度50％

受講⽣への
メッセージ

ブライダルにおける演出はとても幅広く、トレンドももちろんありますが、⻑年変わらないものもたく
さんあります。まずは引き出しを増やしていくこと、リサーチ⼒を⾼める、また、お客様に合わせたご
提案ができるレベルを⽬指して頑張りましょう。

 【使⽤教科書・教材・参考書】 



30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜⽇・時限 ⽕・3

1回目 オリエンテーション／スケジュール説明／システムのログイン⽅法について

担当教員 武⽥絢⼦

授業形態 講義
総時間
（単位）学科・ｺｰｽ

科⽬名
（英）

管理会計
必修
選択

必修 年次 3

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

お客様からの信頼を得られるプランナーになるために、⼤切な料⾦の部分を理解し、⾒積りやプランを作成できよう
にしましょう。昨今では、打合せ時にシステムを利⽤することが増えてまいりました。企業によってシステムは違い
ますが、まずは学校にある素晴らしいシステムを問題なく使えるようにし、⾒積り作成に慣れていきましょう。

 【到達⽬標】 

Wow Bridalシステムが使えるように。プランナー業務としてとても⼤切な⾒積り作成が正確に、短時間で作れるようになる状態を⽬指す。

授業計画・内容

2回目 商品マスタの登録⽅法について／画像検索・登録①

3回目 商品マスタの登録⽅法について／画像検索・登録②

4回目 ゼクシィネットで⾒積もりをリサーチ（ゲストハウス・ホテル・専⾨式場・レストラン）

5回目 プランマスタの登録⽅法について／プランマスタの使⽤上の注意 【グループワーク】①

6回目 プランマスタの登録⽅法について／プランマスタの使⽤上の注意 【グループワーク】②

7回目 ⾒積もりの作成⽅法について（顧客登録→⾒積もり作成）

8回目 初期⾒積もりを安くする⽅法について／お得なプランやキャンペーンを式場公式HPでリサーチ

9回目 お得なプラン作成／プランマスタの登録ー応⽤編ー

10回目 ⾒積もり作成演習①

11回目 ⾒積もり作成演習②

12回目 予備⽇ ※授業の進捗に合わせて調整させていただきます

13回目 まとめ／復習／テスト対策

Wow Bridalシステムを使⽤しますので、各⾃PCの準備/ログインPASSとIDの確認をお願いします。

14回目 ★評価週（試験・テスト）

15回目 ★まとめ・追試/再試

準備学習
時間外学習

Wow Bridal システムを常時使⽤しますので、定期的に使⽤して慣れていきましょう。
授業開始時にスムーズにログインができるようご協⼒お願いいたします。

評価⽅法

筆記テスト（課題レポート）：100点

受講⽣への
メッセージ

学校にあるWow Bridalシステムを使⽤して、⾒積り作成をします。システムでの⾒積り作成に慣れてい
ただきたいと思います。合わせてシステムの充実化も図ります。商品、、⾒積りプランは都度更新しな
がら、実⽤的にしていきましょう。RPG形式を取り⼊れていきますので、実践にてプランナーに⼤切な
数字（料⾦）の部分を⾝につけていきます。

 【使⽤教科書・教材・参考書】 



30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 水・3

近世Ⅱ 近世ヨーロッパの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（最盛期を迎えた貴族社会）

中間テスト

近代Ⅱ 近代ヨーロッパの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（勤労を⽰す⿊と貞淑を⽰す⽩）

近現代Ⅰ この時代の⾐服と、結婚式・婚礼⾐装について理解する（20世紀初頭〜第⼆次世界⼤戦）

※休講

1回目 導入、「衣服とは何か？」を考えることにより服装に対する意識を高める。

担当教員 櫻井まどか

授業

形態
講義

総時間

（単位）学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

ドレス服飾史
必修

選択
必修 年次 1

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

衣服は「身を守るもの」「属性を示すもの」「立場を象徴するもの」「自己を表現するもの」「礼儀・マナー」として毎日欠かさず着用されるものです。服

飾史を学びその進化を考えることにより、衣服を「着分ける」意味が理解できます。それは後期に行われるフォーマルウェアの授業のベースとなりま

す。また、その時代時代の人々の物の考え方や表現に触れることにより基礎力と創造力が高まることが期待できます。授業はスライドを中心に行い

ますが、一部スマートフォン検索を行います。自ら調べることを習慣化し、自立した社会人の育成を目指します。

【実務経験】

（株）ユミカツラインターナショナル勤続33年。現YUMI KATSURA東京店・大阪店統括マーチャンダイザー。（一社）全日本ブライダル協会常務理事。
　【到達目標】　

基本的な服飾専門用語を理解できるようになる。

服飾の歴史を理解できるようになる。

歴史を学ぶことにより基礎力と創造力を高める。

授業計画・内容

8回目

2回目 古代Ⅰ メソポタミア・エジプトの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（ベールの重要性）

3回目 古代Ⅱ ギリシャ・ローマの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（ベールの重要性）

4回目 中世Ⅰ 中性ヨーロッパの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（キリスト教の影響）

5回目 中世Ⅱ 中性ヨーロッパの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（ルネッサンスによる⽂化⾰命）

6回目 近世Ⅰ 近世ヨーロッパの⾐服と、この時代の結婚式・婚礼⾐装について理解する（宗教改⾰の影響）

7回目

9回目 近代Ⅰ イギリス ヴィクトリア⼥王の結婚式から歴史を学ぶ（ウェディングドレスは何故⽩いのか？）

10回目

11回目

12回目 近現代Ⅱ　この時代の衣服と、結婚式・婚礼衣装について理解する（第二次世界大戦～現在）

13回目 試験対策を兼ねた復習

14回目 試験対策を兼ねた復習

15回目 ★評価週（試験・テスト）

　【使用教科書・教材・参考書】　

「世界の服飾史のすべてがわかる本」「ドレス服飾史」

準備学習

時間外学習

評価方法

中間テスト５０点、期末テスト５０点　の合計点数で評価

中間試験：筆記試験　虫食い問題など５０点

期末試験：筆記試験　虫食い問題など５０点

受講生へのメッ

セージ

ご入学おめでとうございます。服飾の歴史を学ぶことにより、衣服はどのような目的で着用されて来たのか理解できます。単に歴

史を学ぶだけではなく、その時代の人々の物の考え方や表現に触れることを楽しんでください。それが基礎力を高め、創造力とな

り、唯一無二の自分の未来を作る力になると思います。



30 開講区分

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限

授業計画・内容

担当教員 櫻井　まどか

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）

後期

木・3

科目名

（英）

フォーマルウェア実習
必修

選択
必修 年次 1

学科・ｺｰｽ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

服装とは、社会生活を営むための数多いマナーの中で、もっとも基本となるものの一つです。衣服を適切に着こなすということは常識的な社会人に

なるための第一歩です。このフォーマルの授業を通して、社会人になるための準備を行いましょう。

授業はそれぞれのフォーマルシーンをスライドを見ながら視覚的に学習し、その後、各自でポートフォリオを作成。TPOに合わせた装いのコーディ

ネートを学習することにより、フォーマルウェアの理解を深めます。

　【到達目標】　

①フォーマルウェアのドレスコードとTPOを理解し、一般社会に通用する人材となる。

②2025年1月22日に行われるフォーマル検定準２級に合格する。

1回目 オリエンテーション＆フォーマル概論　　フォーマルの定義とフォーマルシーン分類について理解する

2回目 正礼装　　総論　　フォーマルシーンを理解する　　スライドで実際の着こなしを見る

3回目 正礼装　　昼　　男性・女性　を理解する　　　　フォーマルシート作成

4回目 正礼装　　夜　　男性・女性　を理解する　　　フォーマルシート作成

5回目 準礼装　　総論　　フォーマルシーンを理解する　　スライドで実際の着こなしを見る

6回目 準礼装　　昼夜　　男性・女性　を理解する　　フォーマルシート作成

7回目 略礼装　　総論　　フォーマルシーンを理解する　　スライドで実際の着こなしを見る

8回目 略礼装　　昼夜　　男性・女性　を理解する　　フォーマルシート作成

9回目 正・準・略喪服　　ブラックフォーマルを理解する　スライドで実際の着こなしを見る

10回目 正・準・略喪服　　ブラックフォーマルを理解する　フォーマルシート作成

11回目 課題　フォーマルシート作成

12回目 フォーマルスペシャリスト検定準2級（1/22実施）の試験対策

13回目 課題　フォーマルシート作成

14回目 ★評価週（試験・テスト）　フォーマルシート提出

15回目 ★まとめ・追試/再試

　【使用教科書・教材・参考書】　

「フォーマルウェア・ルールブック」

準備学習

時間外学習

評価方法

フォーマルシートの提出

10枚のフォーマルシートを1枚10点として100点満点とする。採点は減点方式。1シートから間違いや不足があれば1点ずつ減点

とし、60点を合格ラインとする。

受講生へのメッ

セージ

フォーマルのルールは相手を思いやる気持や社交の場で大切なスキルです。それは服装だけにとどまりません。現状に即した

ルールとマナーを理解し、社会への第一歩を踏み出しましょう！



30 開講区分 前期

ホテル＆リゾート科 1 曜日・時限 水・2

※休講

1回目 ドレスに関する名称と基本アイテムを理解する。ドレスの持ち方、たたみ方、保管方法、ベールの畳み方を覚える。

担当教員 櫻井まどか

授業

形態
講義・演習

総時間

（単位）学科・ｺｰｽ

科目名

（英）

ドレススタイリング
必修

選択
必修 年次 1

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

ドレス（男子はメンズウェア）の着付け・フルコーディネートの実習の他、ウェディンクドレスにおけるTPO、花嫁の体型に対し適しているドレスの選び

方やコーディネート方法を学びます。花嫁を美しく見せるためのポイントを学ぶことにより、お客様から信頼されるコーディネーターを育成します。授

業はドレスの着装実習を中心に行いますが、その他パソコンによるコーディネート一覧表の作成など、コーディネートの基本となる考え方を理論で

整理できるように指導します。

【実務経験】

（株）ユミカツラインターナショナル勤続33年。現YUMI KATSURA東京店・大阪店統括マーチャンダイザー。（一社）全日本ブライダル協会常務理事。
　【到達目標】　

ドレスとメンズウェアを取り扱えるようになる。

ドレスとメンズウェアの着付けが出来る。

ドレスとメンズウェアのフルコーディネートが出来る。

TPOに即したドレスセレクトとコーディネートが出来る。

体型に適したドレスセレクトとコーディネートが出来る。

アテンドが出来る。

授業計画・内容

2回目 実習：ドレスの着付けが出来るようになる。

3回目 実習：ドレスの着付けが出来るようになる。

4回目 婚礼における衣装の役割とTPOによる着分けを理解する。

5回目 TOPによるドレスセレクトとコーディネートを理解しスタイリングシートを作成することが出来るようになる。

6回目 TOPによるドレスセレクトとコーディネートを理解しスタイリングシートを作成することが出来るようになる。

7回目 TOPによるドレスセレクトとコーディネートを理解しモデルにトータルコーディネートが出来るようになる。

8回目 特別講義：＜骨格診断＞　その人の体型から、似合う服装を判断できるようになる。★金原恵美講師

9回目 特別講義：＜骨格診断＞　その人の体型から、似合う服装を判断できるようになる。★金原恵美講師

10回目 実習：ブライダルメンズウェアの基礎知識を学び、基礎的な着付けとスタイリングが出来る。

11回目 実習：ブライダルメンズウェアの基礎知識を学び、基礎的な着付けとスタイリングが出来る。

12回目 実習：TPOと体型によるドレスセレクトと、ドレスシルエットに適したコーディネートを行うことが出来るようになる。

13回目 試験対策を兼ねた復習。

「ドレススタイリング」

14回目 試験対策を兼ねた復習。

15回目 ★評価週（試験・テスト）

準備学習

時間外学習

評価方法

実技試験１００点

グループ（３～４名で１組）で、提示されたTPOに対するドレスセレクトとコーディネートを行う。

評価ポイント：①TPOに適したドレスをセレクト出来たか。②TPOに即したコーディネートが出来たか。③正しくドレスを着付けること

が出来たか。④モデルの体型に合っているか。

受講生へのメッ

セージ

ブライダル業界では、お客様の信頼を勝ち得るのはドレスの知識があるプランナーやスタイリストだと言われています。何故なら

ば、ドレスは自分を演出する最高のツールであると同時に、他のものと比べて費用が高額であるためです。ブライダル業界で働く

のであれば、ドレスの知識は欠かせません。

基本的なドレススタイリングの知識を習得し、活躍できる業界人になりましょう。

　【使用教科書・教材・参考書】　


